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第三病院

患者番号　＠PATIENTID     患者氏名　＠PATIENTNAME

外来 入院日 手術前日 手術翌日 手術後２日目 手術後３～６日 手術後７日目 手術後８日目～退院

日時      月         日      月         日      月         日 月　　日　　手術前 月　　日　手術後      月         日      月         日 　　月　　日～　　月　　日      月         日 月　   　日～

手術について理解し、手
術に向けての準備ができ
る。

手術についての理解が
でき、不安が最小限とな
る。

手術についての理解が
でき、不安が最小限とな
る。安全に手術前の準備
ができる。

不安を最小限に手術を
安全に受けることができ
る。

傷の痛みや苦痛が和ら
ぎ休息を図れる。
出血や感染が予防でき
る。

痛みのコントロール、早期
離床ができ安楽に過ごせ
る。　出血や感染が予防
できる。　　　　　　　　　　★
離床…ベッドに横になって
いる状況から起き上がり
ベッドを離れ歩行すること
です。

痛みを我慢せずコントロー
ルができ、離床ができる。
出血や感染が予防でき
る。

痛みを我慢せずコントロー
ルができ離床ができ、腸閉
塞を起こさない。
創部の感染を起こさない。
熱がでない（縫合不全を起
こさない）

疼痛コントロールが図れ、
離床ができ、腸閉塞を予
防できる。退院後の生活
にむけてのイメージができ
る。

退院後の生活がイメージ
できる。

食事

制限はありません。 食事は医師の指示にて、
手術にむけて専用のお
食事を提供させていただ
きます。看護師より説明
します。

朝より食事はできませ
ん。下剤を内服します。
２０時より経口補水液(ま
たは水)を飲みます。その
他の水分は飲まないでく
ださい。

食事はできません。朝6
時まで経口補水（または
水）を飲みます。飲んだ
量を看護師が確認しま
す。

絶飲食です。 回診時にお腹の動きを診
察し、医師の指示によって
は水分が取れるようにな
ります。

お腹の動きを含めた全身
の状態を診察し、問題が
なければ食事を検討して
いきます。

お腹の症状をみながら食
事を流動食から開始しま
す。食事の形態をお腹の
症状をみながら常食へむ
けて食事を検討していきま
す。

活動

制限はありません。 制限はありません。 制限はありません。 ベッド上安静です。
寝返りは可能です、看護
師がお手伝いします。
他に医師からの指示が
ある場合はお伝えしま
す。

全身の状態をみながら、
看護師と一緒に離床して
いきます。
状態により変わりますの
で、説明します。

ドレーンや点滴に注意し
て、積極的に離床をしてい
きましょう。
離床前には安全に離床で
きるよう整えますので、看
護師に教えてください。

特に制限はありません。

検査
処置

手術に必要な検査を行い
ます。(採血・心電図・尿検
査・レントゲン・呼吸機能
など)

採血があります。
担当看護師より説明しま
す。

手術前までに手術着に
着替えてください。
下肢の血流を促すため
のストッキングを履きま
す。

尿を出す管が入っていま
す。
医師の指示により酸素投
与をします。
背中に痛みどめのチュー
ブと、身体の中から出て
きた血液・体液を出すた
めに手術部位にチューブ
が入っています。

採血・レントゲンなどの検
査を行います。

管から出る血液や体液が
減ってきたら、管を抜きま
す。　　　　　　　　　　　　尿
の管も抜いていきます。
また、疼痛の状況によって
背中の痛み止めのチュー
ブを抜きます。

傷の状況に応じて全て、も
しくは一部を抜鈎します。

薬

常用薬を確認しますので
お薬手帳を看護師にお見
せください。

治療のために休薬が必要
な薬剤は医師より説明が
あります。
薬剤：
日時：　　月　　日より休薬

常用薬を１週間分とお薬
手帳をお持ちください。
内容の確認をしますので
薬剤師が伺います。
夕食後と寝る前に下剤を
内服します。

点滴は基本的には実施
しません。

薬は指示があるまで飲み
ません。（指示がある内
服薬のみ飲みます。）

継続して点滴をしていま
す。
痛みがある時や眠れな
い時は痛みどめを使いま
す。

点滴を継続して行います。
医師の指示により内服薬
を開始します。

医師の指示により少しず
つ点滴の量が変わりま
す。

術後３日目・５日目には採
血・レントゲンを実施しま
す。
採血の結果により抗生剤
は中止、あるいは点滴から
内服薬に変わります。

清潔

制限はありません。
髭剃りができる用意をお
持ちください。手と足の爪
は切ってください。マニ
キュアやネイルは必ず落
としてください。

入浴してください。 入浴してください。
担当看護師が臍処置を
します。
爪切りをしてください。

入浴はできません。 入浴はできません。 身体を拭いたり、感染予
防のために部分洗浄をし
ます。

シャワー浴に関しては、担
当看護師に確認してくださ
い。

指導
説明

医師・看護師より手術につ
いての説明があります。
＊その時に手術承諾書、
輸血同意書をお渡しま
す。
外来または、グリーンカウ
ンターで入院のオリエン
テーションがあります。
手術の際に貴金属は全て
外します。指輪など外れる
か　ご確認ください。

病棟内の案内や入院生
活・手術の流れなどにつ
いて説明があります。
手術の同意書を持参して
ください。
麻酔科医師が診察し、全
身麻酔についての説明
があります。

手術後は医師から説明
があります。
※手術中はご家族の方
は病棟のロビーまたは病
室でお待ちください。離れ
る際は必ず看護師にお
声をおかけください。
・手術後はベッドで部屋
に戻ります。

痛みや嘔気など苦痛が
ある場合は、早めに看護
師にお知らせください。

痛みや嘔気など苦痛があ
る場合は、早めに看護師
にお知らせください。

痛みや嘔気など苦痛があ
る場合は、早めに看護師
にお知らせください。
排ガスがあった場合は看
護師に教えてください。

痛みや嘔気など苦痛があ
る場合は、早めに看護師
にお知らせください。
食事開始に伴い、消化管
への負担を避けるために
も時間をかけ食事摂取しま
しょう。

退院後の生活・注意点に
ついて説明します。
＜退院後の注意点＞
・38℃以上の熱が出る
・嘔気・嘔吐がある
・お腹が痛い
・お通じやガスがでない
・傷の強い痛み、腫れ、熱
感
・飲酒は出血しやすくなる
ため控えましょう。

退院後の注意点でお伝
えした症状がある時は
日中は外来、夜間・休日
は救急室にご相談くださ
い。

《連絡先》
東京慈恵会医科大学附属第三病院　 　  ＴＥＬ：０３－３４８０－１１５１
平日 ： 外科外来 （内線 ３２５５）       　 夜間・休日 ： 救急室 （内線 ３３９９）

クリニカルパスウェイ

大腸切除術(２日前入院）を受ける患者さんへ

目標

手術当日
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